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ＮＰＯ法人ものづくり人材アタッセ　（社）大阪府産業支援型NPO協議会正会員
２０２５年度　第1回セミナー（技術）のご案内
（主催）特定非営利活動（ＮＰＯ）法人 ものづくり人材アタッセ
（協賛）一般社団法人 プラスチック成形加工学会関西支部

（協賛）一般社団法人 プラスチック技術協会
(協賛）一般社団法人 大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会
１．日時：2025年6月17日（火）14：00～17：00(13:30より受付します)

２．場所：（地独）大阪産業技術研究所森之宮センター・４階小講堂
〒536-8553大阪市城東区森之宮１丁目6番50号（TEL:06-6963-8011）

URL；https://www.orist.jp/（会場案内図は、左記URLを参照してください）
３．講演：司会　城戸直道
　開会挨拶：14：00～14：05　PHA理事長　桜井秀治
3－１．講演Ⅰ 14：05～15：20

　　　  　“エンジニアリングプラスチックの射出成形に関わる最新技術紹介”
　　　　　―　① 結晶性エンジニアリングプラスチックの射出成形
② 金属インサート成形の接合技術　―
講師：ポリプラスチックス株式会社　
研究開発本部　テクニカルソリューションセンター
グループリーダー　大井　和樹　氏

3－１．講演Ⅱ 15：30～16：45
　　　　　“エンジニアリングプラスチックの射出成形に関わる最新技術紹介”
　　　　　―　① CAE解析を用いたボイド・ヒケ発生予測技術の紹介

② ガラス繊維配向定量化技術の開発と適用事例の紹介　―
講師：ポリプラスチックス株式会社
研究開発本部　テクニカルソリューションセンター　
       主任研究員　濵野　裕輔　氏
　閉会挨拶：16：45～16：50　PHA理事　月山愛二郎
４．参加費
＊セミナー
個人正会員：2,000円／1人
個人登録会員、企業会員、協賛団体会員：3,000円／1人
（会員企業２人目から2,000円／1人）
上記以外の方：4,000円／1人
上記で開催を予定しておりますが、感染症による感染者の状況により、

オンライン開催となる場合があることをご了承ください。

講演Ⅰ：タイトル“エンジニアプラスチックの射出成形に関わる最新技術紹介”
―　① 結晶性エンジニアリングプラスチックの射出成形

② 金属インサート成形の接合技術　―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


講演Ⅱ：タイトル“エンジニアプラスチックの射出成形に関わる最新技術紹介”

　　　　―　① CAE解析を用いたボイド・ヒケ発生予測技術の紹介

② ガラス繊維配向定量化技術の開発と適用事例の紹介　―




２０２５年度　第１回セミナー（技術）参加申込書
事前にＥ-mailまたはＦＡＸ.で下記までお申し込み下さい。
特定非営利活動（ＮＰＯ）法人ものづくり人材アタッセ

E-mail：n.enomoto@iris.eonet.ne.jp　（ＰＨＡ事務局）
FAX：０６－４７９２－７３３３

いずれかに☑を記入して下さい。
　□ものづくり人材アタッセ会員
　□協賛団体会員

　□上記以外

参加される方のご所属、ご芳名をお願い致します。
オンライン開催やその他連絡の場合に備えて、メールアドレスの記載もお願い致します。
尚、セミナーにおいて使用する予定の資料につきまして、後日配信させて頂きますので
恐れ入りますが、各自で印刷等を行いご持参頂きたくお願い申し上げます。

ご所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご芳名：　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　
メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご芳名：　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　
メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
ご所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご芳名：　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　
メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特定非営利活動（ＮＰＯ）法人
ものづくり人材アタッセ

〒５４０－００２９　大阪市中央区本町橋２番５号・マイドームおおさか６階

ＴＥＬ：０６－４７９２－７１１２　ＦＡＸ：０６－４７９２－７３３３
URL；https://npo-pha1.sakura.ne.jp
《講師略歴》　ポリプラスチックス株式会社　


研究開発本部　テクニカルソリューションセンター


グループリーダー　大井　和樹　氏





2005年　ポリプラスチックス株式会社入社


現在　射出成形、接合技術、故障解析に関する技術開発および顧客向け技術サポート業務のグループリーダーとして従事











《ご講演概要》　　


結晶性エンジニアリングプラスチックは材料特性を発現するために射出成形において配慮すべきポイントが存在する。コストダウンの視点ではサイクル短縮や粉砕材の活用などが挙げられるが、製品品質の達成には今一度、射出成形の各プロセスを振り返り、陥りがちなトラブルとその予防策等に関して、IoTの浸透とともに一般的になってきたセンシングデータの活用事例も交えながら紹介する。





インサート金属とオーバーモールド樹脂との接合性向上は過去から様々な加工技術が検討されてきた。近年では接合部の気密性向上ニーズが高まっており、それに応えるべく弊社ではレーザー加工を用いる新規加工技術ならびに、接着剤メーカー様との協業で開発した射出成形向け接着剤を活用した接合技術をラインナップしている。本項では、各技術の特徴と弊社製品群との接合特性を評価した結果に関して紹介する。














《講師略歴》　ポリプラスチックス株式会社


　　　　　　　研究開発本部　テクニカルソリューションセンター


       　　　 主任研究員　濵野　裕輔　氏





2013年　ポリプラスチックス株式会社入社


現在　樹脂流動解析、流動—構造連成に関する技術開発および顧客向け技術サポート業務に関するチームリーダーとして従事





《ご講演概要》　　


プラスチック射出成形における様々な不良現象の対策に”3D TIMON”などの樹脂流動解析が使用されております。今回の講演では樹脂流動解析の基礎とそり変形不良のメカニズムを説明し、プラスチック製品の製品開発プロセスの上流工程である製品設計段階で活用してもらうことで、トータルでの製品開発期間の短縮を図ることを目的に、弊社が新しく開発したCAEソフト”PD Advisor”の考え方や目指すところについて、導入事例を交えて紹介させて頂きます。








《ご講演概要》　　


プラスチック射出成形における様々な不良現象の対策に”3D TIMON”などの樹脂流動解析が使用されております。今回の講演では樹脂流動解析の基礎とそり変形不良のメカニズムを説明し、プラスチック製品の製品開発プロセスの上流工程である製品設計段階で活用してもらうことで、トータルでの製品開発期間の短縮を図ることを目的に、弊社が新しく開発したCAEソフト”PD Advisor”の考え方や目指すところについて、導入事例を交えて紹介させて頂きます。








《ご講演概要》　　


近年、非破壊観察装置の一つであるX線CT観察装置の進化に伴い、射出成形品内部のボイド観察が容易となり、不具合の原因と考察される場面がある。また、射出成形品のリブを有する製品において、ヒケと呼ばれる製品表面に生じる窪み変形現象が問題になる場合がある。製品形状、ゲート位置、ランナー、成形条件の修正に先立ち、ボイドやヒケ減少効果を予測出来れば工数コスト削減に繋がると考え、多数の実験検証を考察し、独自開発した予測技術について紹介する。





繊維強化樹脂を用いた射出成形品のガラス繊維の状態を定量化する技術は、流動、構造解析の定量的な解析精度の向上、繊維強化樹脂の力学特性の理論的な考察のために重要である。今回、樹脂成形品のX線CT画像撮影から、２次元フーリエ変換を用い繊維配向方向、配向度分布を肉厚方向に対して求める方法、流動方向（FD）および流動垂直方向（TD）成分を平均化、数値化する方法、曲げ強度試験結果と配向状態の相関を考察した内容について紹介する。











